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平成２５年第３回岩沼市議会定例会の開会に当たり、議員各位には何

かと御多用のところ御出席をいただき、ありがとうございます。 

本定例会に提案いたしております議案の提案理由を申し上げます前に、 

市政の概要について御報告いたします。 

新たな総合計画の策定 

新たな総合計画の策定について申し上げます。 

 新総合計画基本構想の策定にあたり、これまで、市民会議や職員で構

成する総合計画検討委員会、小中学生のまちづくりに関する発表などを

伺うとともに、総合計画審議会を適宜開催し、様々な御意見をいただい

てまいりました。 

 現在、これらの意見等を踏まえて素案の作成に取り組んでおり、まと

まり次第、議員各位に御説明申し上げ、種々御意見を賜りたいと考えて

おります。 

 併せて、市民の皆様からの素案に対する意見公募等を経て、総合計画

の策定を進めてまいります。 

仙台空港の民営化 

 仙台空港の民営化について申し上げます。 

 ６月２６日に公布された「民間の能力を活用した国管理空港等の運営
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等に関する法律」を受け、宮城県を中心とする支援組織として、民営化

に向けた「仙台空港６００万人・５万トン実現サポーター会議」が設立

されました。 

 県では、空港民営化による利用者や収益の増などにより、更なる空港

利用の拡大や利便性の向上を図るとしておりますが、市といたしまして

は、空港民営化が単なる空港自体の経営効率化や収益増のみに止まらず、

市域全体として民営化のメリットが見込めるよう、今後の国・県等の動

向を注視していきたいと考えております。 

「奥の細道」岩沼サミット 

「奥の細道」岩沼サミットについて申し上げます。 

去る６月２９日と３０日の両日、市民会館をメイン会場として、「奥

の細道」岩沼サミットを開催いたしました。 

サミットでは、市の内外から約７００名の方々に御来場いただき、麗

澤大学教授の松本健一氏による講演会や、市民による創作時代劇を行い、

盛会裏に終えることができました。 

市民の皆様にとっては、「奥の細道」と岩沼との関わりを再発見、再

認識していただく機会となり、また、市指定文化財である二木の松（武

隈の松）についての想いを新たにしていただけたものと考えております。 
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宮城県南サミットの要望活動 

宮城県南サミットの要望活動について申し上げます。 

 岩沼市をはじめ、県南１３市町の首長で組織している宮城県南サミッ

トでは、県南地域発展のため、共通する行政課題の研究や、知事との意

見交換などの活動を行っております。 

 去る７月２日には、構成する１３市町の首長が一堂に会し、首相官邸

等を訪れ、直に安倍総理大臣や菅官房長官に対し、地方財政措置や震災

からの復旧・復興、道路整備に関することなど、多岐にわたる要望を行

ってまいりました。 

 なお、本市からは、「地方に関わる重要な課題に関しては、国と地方

の十分な協議を行うこと。」などを要望いたしました。 

今後、これらの要望が一つひとつ着実に実現されることを期待してお

ります。 

夢・あこがれプロジェクト 

夢・あこがれプロジェクトについて申し上げます。 

去る８月３日、グリーンピア岩沼で５回目となる「夕暮れクラシック

コンサート」を開催したところ、約２５０名の方々に御来場いただき、

仙台フィルハーモニー管弦楽団団員の奏でる美しい音色を堪能していた
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だきました。 

今後も、文化庁の「次代を担う子どもの文化体験事業」として１０月

２９日には玉浦小学校で山形交響楽団による公演、翌３０日には岩沼西

中学校で仙台フィルハーモニーによる「岩沼市スクールコンサート」を

行います。 

また、１０月１９日には岩沼小学校で「理科大好きフェスティバル」、

９月から１０月にかけて市内小学校２校において､「科学のこころ講座｣

を実施するなど、科学関係についても数々の事業を予定しております。 

 子ども達が本物に触れ、感動を味わうことを通して将来の夢やあこが

れを抱くきっかけとなる事業が展開できるよう努めてまいります。 

災害時相互応援協定等の締結 

 災害時相互応援協定等の締結について申し上げます。 

 災害時における関係機関との連携や、自治体との相互応援体制をより

強固にするため、６月２１日には宮城県隊友会岩沼支部と、７月１２日

には東北大学災害科学国際研究所と、８月２０日には山形県寒河江市と

それぞれ協定を締結いたしました。 

 また、去る７月１９日には、市とＮＨＫとの間で「臨時災害放送局で

ＮＨＫのラジオ第１放送を再放送することに関する覚書」を締結いたし
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ました。 

 今後とも、災害に備え関係機関との様々な協力関係の構築に向けて、

取り組んでまいります。 

津波を想定した避難訓練の実施 

津波を想定した避難訓練の実施について申し上げます。 

 去る９月１日、東部地区を対象として津波を想定した避難訓練を実施

いたしました。 

 当日は、市民の方々をはじめ、玉浦小・中学校の児童生徒、企業の方

々並びに関係機関など、多くの皆様に参加をいただきました。 

 昨年に引き続き、２回目の開催となりますが、今回は特に東部地区の

各町内会が独自に策定した避難計画に基づき、隣近所への声がけや、徒

歩又は車などによる避難方法の選択、効果的な避難ルートの選定などに

よる自主的な避難行動をとっていただきました。 

 今後は、避難訓練の効果や課題などの検証を行うとともに、各町内会

で行った避難方法などの情報共有を行い、より安全な津波避難体制の確

立を目指していきたいと考えております。 
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震災復興計画マスタープランの改

定 

震災復興計画マスタープランの改定について申し上げます。 

 震災からの１日も早い復旧・復興を目指し、震災復興計画マスタープ

ランに位置付けた各種事業の具現化に向けて取り組んでまいりました。 

 同プランの策定から２年が経過し、これまで取り組んできた復旧・復

興事業の進捗状況等を整理し、今後取り組むべき方向性を明確にするた

め、改定に向けて取り組んでおります。 

風しん予防接種費用助成事業 

風しん予防接種費用助成事業について申し上げます。 

 市内医療機関の協力をいただき、１９歳から４９歳までの妊娠を希望

する女性とその配偶者及び妊娠している女性の配偶者を対象に、７月１

日から、最大１万円の風しんワクチン接種費用の助成を開始いたしまし

た。７月末現在で１１８名の方が接種を受けており、また、７月以前に

予防接種を受けられた方に対しても、４月に遡って助成を行っておりま

す。 

 なお、県においても、接種費用の助成を行った市町村に対する補助の

検討を進めていると伺っております。 
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健康医療産業集積地の整備 

健康医療産業集積地の整備について申し上げます。 

 現在、本プロジェクトの基本構想について行政機関や産業界、大学等

の研究機関に向け、積極的な周知活動を展開しており、国の成長戦略と

も相まって、企業からも関心をもって受け止められている状況にありま

す。 

 今後は、本プロジェクトの実現に向けて基本計画の策定、候補地の調

査、土地利用計画の検討などを行う必要があると考えております。同時

に、地元企業を交えた産学官の連携は極めて重要であり、相互に情報交

換ができる場としての組織づくりを進めてまいります。 

介護福祉施設の整備等 

 介護福祉施設の整備等について申し上げます。 

 東日本大震災で壊滅的な被害を受けた社会福祉法人ライフケア赤井江

については、昨年１２月、再建に向けて特別養護老人ホーム及び地域包

括支援センター等の工事に着手し、現時点での進捗率は約４０パーセン

トであり、年内の竣工に向け工事が順調に進捗していると伺っておりま

す。 

 また、岩沼南小学校区において、介護事業者が地域密着型小規模多機
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能型施設の年度内建設を計画しており、先般、県から施設整備に係る補

助の内示がありました。 

 市といたしましても、第５期介護保険事業計画の重点項目である地域

包括ケアシステムの構築に向けた介護基盤の充実のため、必要な支援を

行ってまいります。 

仮設住宅における生活調査の実施 

 仮設住宅における生活調査の実施について申し上げます。 

 昨年度に引き続き、県において本年９月から１０月にかけてプレハブ

仮設住宅に入居する約３５０世帯を対象に、健康調査が実施されること

になりました。 

 市といたしましても、この健康調査と合わせて入居者の悩みや困りご

となど生活全般にわたる調査を行い、今後の支援に努めてまいりたいと

考えております。 

待機児童対策 

待機児童対策について申し上げます。 

 低年齢児の待機解消に向けて、市内のＮＰＯ法人と小規模保育モデル

事業の実施について協議を進めてまいりましたが、この度、中央二丁目

にグループ型家庭的保育園が整備され、去る８月１日に開所しました。
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同施設では、生後８週間から満３歳未満までの乳幼児を対象に、尐人数

の家庭的な雰囲気の中で保育が行われます。 

 この事業は、国の待機児童解消加速化プランによる支援をいただいて

実施する事業でありますが、今後も各事業者と連携を図りながら、待機

児童の解消に努めてまいります。 

保育料の減免措置 

保育料の減免措置について申し上げます。 

 東日本大震災により半壊以上の被害を受けた方を対象に、昨年度に引

き続き、本年度においても県の安心こども基金を活用し、４月に遡って

保育料の減免措置を講じることにいたしました。 

災害復旧に伴うほ場整備事業（岩

沼地区） 

災害復旧に伴うほ場整備事業（岩沼地区）について申し上げます。 

 ほ場整備事業については、県において実施設計を行った後、１０月上

旬に請負業者と本契約を締結のうえ工事着手の予定と伺っております。 

 また、防災集団移転促進事業で市が買い取った住宅跡地や介在農地を

ほ場整備の実施区域に加えていただき、集積・再配置することによって

土地の有効活用ができるよう、７月３１日に知事宛要望書を提出いたし
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ました。これを受け、県では実施区域に加える手続きを進めていると伺

っております。 

いわぬま復興夏まつり 

いわぬま復興夏まつりについて申し上げます。 

 去る８月２４日、商工会を主体に震災後３回目となる「いわぬま復興

夏まつり」が開催されました。 

 当日は、南国市、尾花沢市等の皆様にも参加をいただき、震災前に実

施していたパレードや花火が復活するなど、大勢の来場者で賑わいまし

た。 

 また、今年は復興支援として京都祇園祭山伏山保存会からの出店など

もあり、復興支援交流の輪がさらに広がったものと考えております。 

地球温暖化対策 

地球温暖化対策について申し上げます。 

 市においては、「第２期岩沼市地球温暖化対策実行計画」を策定し、

取り組んでおりますが、２４年度においては、東日本大震災で被災した

一部の公共施設の使用制限等により、総排出量が３,２５１トンと、基準

値と比較して１０.５パーセントの大幅な削減となりました。 

 引き続き、各施設で二酸化炭素の排出抑制に取り組むとともに、低炭
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素社会の実現に向け、再生可能エネルギーの導入や、省エネ対策をはじ

めとする地球温暖化対策の推進について、市民への啓発に努めてまいり

ます。 

災害ごみの処理 

災害ごみの処理について申し上げます。 

 県に業務を委託している災害廃棄物の処理については、分別、焼却、

リサイクル等の処理が順調に進み、８月末をもって終了しております。 

 この度、県から気仙沼処理区の災害廃棄物の混合廃棄物と可燃物の処

理が２５年度内に終了できない見込みであることから、岩沼処理区にお

いて７月末から１０月までの期間、約６，０００トンの受け入れ要請が

あり、被災地連携の観点から了承いたしました。 

 なお、気仙沼処理区の災害廃棄物を受け入れても、岩沼処理区での施

設や解体撤去については、予定どおり本年度内に完了する見込みと伺っ

ております。 

県道岩沼蔵王線の整備 

県道岩沼蔵王線の整備について申し上げます。 

 岩沼市志賀字大師地区から村田町姥ヶ懐地区に至る山間地の未改良区

間については、トンネル工法により２５年度から３０年度までの６カ年
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で実施する計画で、現在、県において測量調査、地質調査に着手してい

ると伺っております。 

 なお、当該箇所は県南部の横断道的役割を担う道路であり、また、災

害等が発生した際の避難路及び緊急輸送路となる道路でありますので、

引き続き、県に対して早期完成を要望してまいります。 

「千年希望の丘」の整備等 

「千年希望の丘」の整備等について申し上げます。 

 千年希望の丘に係る全体計画のうち、既に復興交付金で認められた６

基の丘に係る公園整備につきましては、１０月中旬の都市計画決定等に

向けた手続きに着手しております。併せて、築造工事に向けた準備を進

めた上で、本年度中に相野釜エリアの築造を目指してまいります。 

 また、「千年希望の丘」の名称を、岩沼市独自のものとして恒久的に

使用できるよう、現在、特許庁に商標登録の申請を行っております。 

 今後は、千年希望の丘事業のＰＲのみならず、賛同いただける商品等

に表示していただくなど、地域振興にも活用していきたいと考えており

ます。 

防災集団移転促進事業 

防災集団移転促進事業について申し上げます。 
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 玉浦西地区の造成工事につきましては、９月末の竣工を目指し、現在、

盛土部分を調整し、宅盤の仕上げを行っております。 

 また、造成工事が完成した箇所から、順次着手している上下水道や道

路等の公共施設工事について円滑かつ着実に実施し、本年中の宅地の一

部引き渡しを目指し、１０月には土地売買及び借地契約に関する説明会

の開催を予定しております。 

 なお、移転後の町内会の組織体制、各施設の管理体制及び一般募集し

た新たなまちの名称等につきましては、玉浦西地区まちづくり検討委員

会で種々検討を進めていただいており、本年中に報告をいただく予定で

あります。 

寒河江市への応援給水 

寒河江市への応援給水について申し上げます。 

 山形県を中心とした豪雨災害に伴い、山形県寒河江市においては水源

地の寒河江ダムが濁ったため７月２３日から断水となりました。 

 このことから、本市においては日本水道協会からの要請とは別に、寒

河江市からの震災応援者を中心に先方と連絡をとり、同２５日と２６日

の両日、本市職員２名を派遣し、応援給水活動を行いました。 
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学校給食の一部業務変更 

学校給食の一部業務変更について申し上げます。 

市内すべての小・中学校において、単独調理校方式による学校給食を

提供しております。 

 こうした、他に誇る給食の提供を確固たるものとし、安全で安心なお

いしい給食を安定的に提供するため、栄養士を配置した単独調理校方式

を堅持した上で、２６年１月から岩沼北中学校の給食業務のうち、調理

関係について一部民間の力をお借りすべく、準備を進めてまいります。 

全国高校生銃剣道大会 

全国高校生銃剣道大会について申し上げます。 

 去る７月２７日、本市を会場に今年で８回目となる「第２５回全国高

校生銃剣道大会」を、岩沼中学校体育館で開催いたしました。 

 今大会は、３０都道府県から選手、監督、コーチら総勢２１９名の参

加を得て、高校生らしい爽やかな試合が繰り広げられました。 

 また、今回は岩沼市在住の選手が初参加するなど、長年にわたり岩沼

市を会場に開催してきたことにより、本競技に対する理解と関心が高ま

ってきたものと受け止めております。 
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総合体育館の復旧工事及び利用再

開 

総合体育館の復旧工事及び利用再開について申し上げます。 

 総合体育館の復旧工事については、昨年９月の着工以来、工事は順調

に進み、１１月中旬の工事完了を予定しておりますことから、早期の利

用再開に向けて準備を進めてまいりたいと考えております。 

また、再開に当たっては市民のスポーツと健康づくりの中核施設とし

て、より一層市民から利用していただけるよう、努めてまいります。 

エアポートマラソン 

エアポートマラソンについて申し上げます。 

震災の影響で規模の縮小等を行いながらも開催してまいりました「い

わぬまエアポートマラソン」は、今年で２２回目を迎え、１２月１日に

開催することで準備を進めております。 

この大会を通じて、本市の復興状況などを全国に発信していきたいと

考えております。 

続きまして、認定第１号から認定第８号まで、議案第６６号、議案第

６７号及び議案第７１号から議案第７９号までの提案理由を申し上げま

す。 
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認定第１号から認定第８号までについては、平成２４年度の岩沼市一

般会計及び各種会計の決算について、地方自治法第２３３条第３項又は

地方公営企業法第３０条第４項の規定に基づき、議会の認定をいただこ

うとするものであります。 

決算内容は、 

一般会計では、 

歳入が「７５１億９，９８２万６，１９３円」、 

歳出が「７０３億６８３万４，０５２円」、 

差引収支が「４８億９，２９９万２，１４１円」、 

 国民健康保険事業特別会計では、 

歳入が「４８億８，４１５万４，４０４円」、 

歳出が「４４億２１６万１，２７０円」、 

差引収支が「４億８，１９９万３，１３４円」、 

 後期高齢者医療特別会計では、 

歳入が「３億６，２３６万５，１８１円」、 

歳出が「３億５，３１１万５，１１９円」、 

差引収支が「９２５万６２円」、 

 介護保険事業特別会計では、 
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歳入が「２８億３，６０７万４，８９９円」、 

歳出が「２８億２，９３７万５，３７９円」、 

差引収支が「６６９万９，５２０円」、 

 公共下水道事業特別会計では、 

歳入が「３３億４，７６７万５，７１４円」、 

歳出が「２７億８５５万１，７０７円」、 

差引収支が「６億３，９１２万４，００７円」、 

 農業集落排水事業特別会計では、 

歳入が「３億３，５５７万５，６６５円」、 

歳出が「３億３，４９３万６，９３７円」、 

差引収支が「６３万８，７２８円」、 

 企業会計については、収益的収支についてのみ申し上げますが、特別

都市下水路事業会計では「１億１，５８５万８，６７１円」の純損失、

水道事業会計では「８，４５３万６６０円」の純利益となっております。 

 なお、決算の概要については、議案審議の際に会計管理者又は企業出

納員から御説明申し上げます。 

 議案第６６号及び議案第６７号については、地方税法の一部を改正す

る法律及び地方税法施行令の一部を改正する政令が公布され、公的年金
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等からの特別徴収における仮徴収税額の算定方法の見直し、金融所得課

税における税率等の課税方式の均衡化等が図られたことにより、岩沼市

市税条例及び岩沼市国民健康保険税条例の一部を改正しようとするもの

であります。 

議案第７１号については、当該沿線の土地利用の変更に伴い、新たに

市道路線を認定するため、道路法第８条第２項の規定により、議会の議

決をいただこうとするものであります。 

議案第７２号については、岩沼市防災集団移転促進事業用地（移転促

進区域）の取得について、地方自治法第９６条第１項第８号の規定によ

り、議会の議決をいただこうとするものであります。 

議案第７３号については、平成２５年度岩沼市一般会計補正予算（第

３号）で、歳入では、普通交付税の交付額確定及び臨時財政対策起債額

の増､津波被災住宅再建支援に係る県支出金の増､並びに、前年度繰越金

による増等、歳出では、震災復興基金及び財政調整基金への積立金の 

増、新設介護福祉施設等に対する補助金、震災復興事業の委託料の増等

により、歳入歳出とも「１７億７，４３６万５，０００円」を追加し、

総額を「６１４億８，６６５万６，０００円」にしようとするものであ

ります。 
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議案第７４号については、平成２５年度岩沼市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第１号）で、歳入では、前年度繰越金の確定による増、

歳出では、前年度国庫支出金の確定による精算及び前年度一般会計繰入

金の精算等により、歳入歳出とも「２億３，１９９万２，０００円」を

追加し、総額を｢４７億７，４９３万６，０００円｣にしようとするもの

であります。 

議案第７５号については、平成２５年度岩沼市後期高齢者医療特別会

計補正予算（第１号）で、歳入では、前年度繰越金の確定による増、歳

出では、後期高齢者医療広域連合納付金の前年度歳入分及び前年度一般

会計繰入金の精算により、歳入歳出とも「９２４万９，０００円」を追

加し、総額を「３億８，５４８万円」にしようとするものであります。 

議案第７６号については、平成２５年度岩沼市介護保険事業特別会計

補正予算（第２号）で、歳入では、前年度繰越金の確定による増等、歳

出では、前年度決算に係る介護給付費国庫負担金の精算等により、歳入

歳出とも「２，３６５万４，０００円」を追加し、総額を「２７億 

９，６６４万４，０００円」にしようとするものであります。 

議案第７７号については、平成２５年度岩沼市公共下水道事業特別会

計補正予算(第３号)で、歳入では、繰上償還に伴う借換債借入による市
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債の増等、歳出では繰上償還による公債費の増等により、歳入歳出とも 

「５億１０８万２，０００円」を追加し、総額を「９１億６，９１２万

７，０００円」にしようとするものであります。 

議案第７８号については、平成２５年度岩沼市特別都市下水路事業会

計補正予算（第１号）で、資本的支出の建設改良費において、工事請負

費の増等により「４２０万円」を追加し、総額を「１，４９１万円」に

しようとするものであります。 

議案第７９号については、平成２５年度岩沼市水道事業会計補正予算

（第１号）で、資本的収入では、特定被災地方公共団体補償金免除繰上

償還に伴う借り換えを行うための企業債の増により「９，９４０万円」

を、資本的支出では、繰上償還に伴う企業債償還金の増により、 

「９，９６２万７，０００円」をそれぞれ追加しようとするものであり

ます。 

なお、詳細については、必要に応じて議案審議の際に補足説明を申し

上げますので、よろしく御審議を賜り、原案可決されますようお願い申

し上げます。 


